
【事務事業調書】
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■事業経費

雑入:学校給食費（現年分、滞繰分）140,490,750

140,490,750

0

計　画 実　績

140,490,750当初予算額

補正予算額

流用額

予算現額

計

差引（一般財源）

その他の特定財源

国庫支出金

県支出金

地方債

受益者負担金

会計 - 款 - 項 - 目 - 事業

10-5-3-003-01-01

事業の分類 既存事業

予算科目
コード

決　算

140,490,750

決算額

予
　
算

特　記　事　項

重量ベースでの野菜の利用率

金　額 特　記　事　項細　節金　額 積　算　根　拠

計
画

１、給食メニューへの地場農産物活用促進　　①「地産地消メニューの日」の実施を継続して実施します。②地
域の食文化の伝承を図るため、地場農産物を活用した郷土料理や行事食を給食メニューに活用します。③給
食センターと調理委託業者との調整会議を開催し、企業のもつノウハウや知識を積極的に活用します。
２、食育活動　①献立表に町内農産物をわかりやすく表示する一方、給食だより等を活用し、生産者を紹介しま
す。②献立表や毎日の給食メニューの写真を町ホームページに掲載し、一般町民にむけた情報発信を実施し
ます。③学校栄養士による食指導を実施し、食事の重要性を指導するとともに、地場産を題材に、町が推進し
ている循環型農業を取り上げ、環境保全についての理解促進を図っていきます。

何をどのような方法で実施します（実施しました）か？

事務事業名 学校給食賄材料購入費

実
績

担当部課 こどもみらい課
担　当 学校教育

リーダー 小林美香子

指　標 目　標　値 達　成　値

学校給食における町内農産物（野
菜）の利用率

４５％

細　節

どのような成果が現れます（現れました）か？

学校給食での地場産物の活用は、農業者には、“安心、安全で新鮮な食材を提供する”という意識
が生まれ、生産意欲の向上に繋がります。児童・生徒には、食を大切にする心や郷土を愛する心が
醸成されます。また、保護者の食への関心も高まってきます。

財
　
源

特　記　事　項

0

1 賄材料費 140,490,750

小学生分＠4,200×1,850人×11月＝ 85,470,000
中学校分＠5,000×  970人×11月＝ 53,350,000
給食ｾﾝﾀｰ分＠4,200×40人×11月＝   1,848,000
検食分　199回×9施設×＠250＝　　　 447,750
給食試食分　200食×＠250＝　　　 　　50,000
中学3年3月分半額分＠2,500×270人＝△675,000


